
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発責 教育・広報部 

2021年 7月 1日 №337 

 

 

ＪＲ東日本は4月28日

に「2020 年度期末決算」

を発表しました。単体決

算では新型コロナウイル

スの影響を受けて営業収

益（11,841 億円／対前年

△8,769 億円）、運輸収入

（9,543 億円／同△8,385

億円）が 2 期連続の減収、

かつ過去最低を記録。期

末決算としては初めて営

業損失（△4,785 億円）、

経常損失（△5,177 億円）、

当期純損失（△5,066 億

円）を計上しました。 

期末決算の発表を受

け、各マスコミは「ＪＲ

東日本 民営化後 初の赤

字」「ＪＲ東日本、21 年 3

月期は5,779億円の赤字」

など、センセーショナル

な見出しで報じていま

す。 

 

 

 

会社は同時に「変革の

スピードアップのための

投資計画」（2021 年度設

備投資計画）を発表しま

した。「変革 2027」の早

期実現に向けて、収益力

向上に資する成長投資を

積極的に実施していくほ

か、業務改革などに資す

る充填枠投資を着実に実

施するとしています。 

 

＜連結＞ 2021年度計画 2020年度実績  ＜単体＞ 2021年度計画 2020年度実績 

 私たち東日本ユニオンは「2021 春闘」から継続して「2021 年度夏季

手当の取り組み 3 本柱」を全組合員で取り組んでいます。 

 「2021 春闘アンケート」で寄せられた組合員や社員のみなさんから

の「赤字下における企業活動と会社施策に対する意見・要望」と「コロ

ナ禍における労働環境に対する意見・要望」をもとに、中央本部を含む

すべての地方本部で会社に申し入れ（要求）を提出しました！ 

 東日本ユニオン一丸となって、組合員と社員のみなさんから寄せられ

た意見・要望の実現にむけ、取り組みを続けます！ 

 新たなジョブローテーションが実施されて 1 年が経過しました。労

働組合として会社施策のチェック機能を発揮するため、東日本ユニオ

ンは「新たなジョブローテーション検証シート」の取り組みを進めて

きました。 

 検証シートを対象組合員全員に配布するとともに、職場で一緒に働

く社員のみなさんにもご協力をいただき、組合員数を超える「検証シ

ート」を回収することができました！ 

今後、検証シートをもとにしながら「新たなジョブローテーション」

の検証・検討を進めていきます！ 


